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【
対
象
】　

歳
以
上
の
方

６０

　
【
展
示
期
間
】　

月　

日
（
土
）

１２

１６

〜　

日
（
火
）
午
前

１９

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
・

市
役
所
１
階
屋

内
ひ
ろ
ば

　
【
募
集
作
品
・

規
格
等
】
下
表

の
通
り
。一
人
１

点
限
り
。た
だ
し
、

電
気
配
線
を
必
要
と
す
る
よ
う
な

作
品
は
展
示
で
き
ま
せ
ん
。
応
募

　

◆
健
康
体
操（
ヘ
ル
シ
ー
体
操
美
楽

留
〈
ミ
ラ
ク
ル
〉）　

毎
月
第
４
月
曜
日
、

午
前　

時
〜　

時
半
、
さ
い
わ
い
福
祉

１０

１１

セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
５
０
０
円
、
会

費
月
１
０
０
０
円
。
タ
オ
ル
、
上
履
き
、

飲
み
物
持
参
。
詳
し
く
は
袴
田
�
４
６

３
・
０
４
７
１
へ
。

　

◆
詩
吟
（
桜
吟
会
）　

毎
週
土
曜
日

は
中
央
公
民
館
、
毎
月
第
１
・
第
３
水

曜
日
と
第
２
・
第
４
金
曜
日
は
東
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時

〜
３
時
半
。
会
費
月
１
５
０
０
円
、
年

１
０
０
０
円
。
漢
詩
、
短
歌
、
俳
句
、

現
代
詩
等
の
吟
詠
。
初
心
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
大
井
�
４
５
９
・
２
４
６
９
へ
。

　

◆
墨
華
書
道
会　
月
２
回
、
木
曜

日
、
午
後
１
時
〜
３
時
、
中
央
公
民
館

で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。
詳
し
く
は

鈴
木
�
４
２
２
・
７
８
０
４
へ
。

　

◆
リ
ラ
ッ
ク
ス
健
康
体
操　
月

３
回
、
日
曜
日
、
午
後
１
時
半
〜
３
時
、

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円（
雑
費
月
３
０
０
円
）。
整
体
ヨ

ガ
、
気
功
、
太
極
拳
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ツ
ボ
体

操
。
詳
し
く
は
池
田
�
４
７
５
・
８
２

５
０
へ
。

　

◆
中
高
年
の
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操　
月
４
回
、
水
曜
日
、
午
前　

時
１０

半
〜
正
午
、
中
央
公
民
館
で
。
会
費
月

３
０
０
０
円
。
ど
な
た
で
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
秋
葉
�
４
７
３
・
５
２
６
５

へ
。

　

◆
日
本
空
手
道
致
道
会
仙
武
館

　

毎
週
日
曜
日
、
午
前　

時
〜
午
後
零

１０

時
半
、
南
町
小
学
校
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
５
０
０
０
円
、
会
費

月
３
０
０
０
円
。
松
涛
館
流
空
手
。
小

学
生
以
上
。
初
心
者
・
中
高
年
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
土
居
�
４
７
５
・
９
３
７
５

へ
。

　

◆
俳
句
（
木
曜
句
会
）　

毎
月
第
３

木
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時
、
南
部
地

域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
１
０
０
０
円
。

初
心
者
も
お
気
軽
に
。
詳
し
く
は
西
野

�
４
７
８
・
４
０
７
５
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
東
久
留
米
久
留
美
俳
句
会　

毎
月
第
３
金
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

半
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
会
費
月

８
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し
く
は

太
田
�
４
２
３
・
６
９
５
４
へ
。

　

◆
日
曜
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

　

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
、
午
後
２

時
〜
５
時
、
中
央
公
民
館
で
。
入
会
金

１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０
０
円
。

レ
ベ
ル
に
合
っ
た
ア
レ
ン
ジ
で
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
米
田
�
４
７
１
・

９
６
３
３
へ
。

　

◆
東
久
留
米
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
の
会　
月
１
回
、市
内
お
よ
び
近

く
の
探
鳥
地
へ
日
帰
り
で
。
会
費
年
５

０
０
円
。
子
ど
も
の
環
境
教
育
や
定
年

後
の
趣
味
に
。。
詳
し
く
は
森
�
４
７

５
・
９
０
６
０
へ
。

　

◆
レ
ベ
ル
別
英
会
話
（
Ａ
Ｂ
Ｃ
か

ら
Ｘ
Ｙ
Ｚ
の
英
語
）　

毎
週
水
曜
日
の

午
前
が
基
礎
と
初
級
、
金
曜
日
の
午
前

が
初
級
と
中
級
、
い
ず
れ
も
西
部
地
域

セ
ン
タ
ー
で
。会
費
月
３
０
０
０
円（
教

材
費
別
）。
見
学
自
由
。
詳
し
く
は
中
村

�
４
２
３
・
５
０
６
９
へ
。

　

◆
英
会
話
（
ポ
ー
ル
と
英
語
で
お

し
ゃ
べ
り
）　

月
２
回
、
水
曜
日
、
午
前

　

時
半
〜
正
午
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー

１０ほ
か
で
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。
日
常

英
会
話
の
で
き
る
方
。
詳
し
く
は
三
好

�
４
６
８
・
６
０
１
２
へ
。

　

◆
将
棋
研
究
会　
毎
月
第
１
・
第

３
日
曜
日
、
午
後
１
時
〜
４
時
半
、
成

美
教
育
文
化
会
館
で
。
会
費
２
カ
月
１

０
０
０
円
。詳
し
く
は
増
田
�
４
７
３・

３
９
６
１
へ
。

　

◆
青
年
軟
式
野
球
（
マ
キ
青
年
野

球
ク
ラ
ブ
）　

月
２
回
程
度
、
柳
泉
園
、

滝
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
で
試
合
。
会
費

年
１
万
円
。　

歳
〜　

歳
く
ら
い
。
詳

１６

６０

し
く
は
芳
野
�
４
７
５
・
７
２
１
９
へ
。

　

◆
さ
を
り
織
り
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 
Ｍ

Ｅ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
・
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
）　

毎
月
第
２
・

第
４
土
曜
日
、
午
後
３
時
〜
５
時
、
さ

い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
要
材
料
費
。

来
年
９
月
開
催
の
さ
を
り
研
究
会
で
プ

ラ
ザ
に
展
示
す
る
布
を
織
り
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
古
川
�
４
７
１
・
０
１
８
９

（
平
日
午
前　

時
〜
午
後
３
時
）
へ
。

１０

　

◆
東
久
留
米
市
防
衛
協
会　
月

１
回
活
動
。
会
費
年
３
０
０
０
円
（
女

性
１
０
０
０
円
）。富
士
総
合
火
力
演
習

や
防
衛
施
設
日
帰
り
見
学
な
ど
。
市
民

み
ん
な
の
ま
つ
り
に
も
出
展
。
詳
し
く

は
鈴
木
�
４
７
０
・
２
０
５
５
へ
。

　

◆
く
る
め
っ
子
ク
ラ
ブ
柔
道
研

究
会　
毎
週
、
水
曜
日
が
午
後
６
時　
２０

分
〜
８
時
半
、
日
曜
日
が
午
後
２
時
〜

４
時　

分
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。

２０

入
会
金
２
０
０
０
円
、
会
費
月
２
０
０

０
円
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
年
５
０

０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

コ
ー
チ
、
成
人
メ
ン
バ
ー
も
募
集
。
詳

し
く
は
窪
田
�
０
９
０
・
６
５
２
３
・

８
７
６
４
へ
。

　

◆
二
本
松
は
じ
め
コ
ン
サ
ー
ト

（
リ
ブ
リ
ー
後
援
会
）　　

月
２
日
（
土
）

１２

午
後
１
時
〜
３
時
、
成
美
教
育
文
化
会

館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
１
５

０
０
円（
全
席
自
由
）。
詳
し
く
は
カ
ウ

リ
ー
�
４
７
２
・
１
０
８
１
へ
。

　

◆
墨
蒼
展
と
紫
泉
の「
趣
味
の
水

墨
画
」
表
紙
を
描
く
展
（
水
墨
画
愛

好
会
）　　

月　

日
（
水
）
〜　

日
（
日
）

１１

１５

１９

午
前　

時
半
〜
午
後
６
時
、
成
美
教
育

１０

文
化
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
入
場
無
料
。

詳
し
く
は
安
住
（
あ
ん
じ
ゅ
う
）
�
４

７
４
・
４
８
０
６
へ
。

　

◆
家
事
家
計
講
習
会
〜
予
算
の

あ
る
家
計
簿
・
く
ら
し
に
工
夫
を

（
武
蔵
野
友
の
会
東
久
留
米
方
面
・
本
町

最
寄
り
）　　

月　

日
（
水
）
午
前　

時

１１

２２

１０

〜　

時
半
、
男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

１１
で
。
資
料
代
３
０
０
円
。
保
育
あ
り

（
要
事
前
申
し
込
み
）。
詳
し
く
は
小
田

切
�
４
７
５
・
９
０
４
３
へ
。

　

◆
社
会
貢
献
公
開
講
座
（
社
団
法

人
東
村
山
法
人
会
東
久
留
米
第
２
支

部
）　　

月　

日（
土
）午
前
９
時
〜
正

１１

２５

午
、市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。入
場
無
料
。

会
社
や
家
計
の
お
財
布
も
健
全
に
す
る

健
康
生
活
を
つ
く
る
方
法
な
ど
。聴
講

者
に
抽
選
で「
梅
う
ふ
ふ
」を
贈
呈
。詳

し
く
は
野
島
�
４
７
１・０
９
１
２
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー（
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
・
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
）　　
１１

月
５
日
（
日
）
午
後
６
時
〜
９
時
、
わ

く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
で
。
参
加
費
１
０

０
０
円
（
飲
み
物
付
き
。
前
売
り
８
０

０
円
）。
ミ
キ
シ
ン
グ
・
ト
ラ
イ
ア
ル
あ

り
。
詳
し
く
は
た
き
し
ま
�
０
９
０
・

３
２
１
６
・
０
８
７
３
へ
。

　

◆
い
す
に
座
っ
て
で
き
る
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ら
し
支

援
セ
ン
タ
ー
で
ん
で
ん
虫
）　　

月　
１１

１２

日（
日
）午
後
２
時
〜
４
時
、東
部
地
域

セ
ン
タ
ー
講
習
室
で
。参
加
費
２
０
０

円
。タ
オ
ル
１
本
持
参
。運
動
し
や
す
い

服
装
、靴
で
。要
申
し
込
み
。詳
し
く
は

同
セ
ン
タ
ー
�
４
７
３・０
１
０
９（
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）へ
。

　

◆
大
人
の
た
め
の
ク
ラ
シ
ッ
ク

ギ
タ
ー
入
門（
く
る
め
シ
ッ
ク
ス
ス
ト

リ
ン
グ
ス
）　　

月　

日
、　

月
１
日
・

１１

２４

１２

　

日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
、
午
後
７
時

１５半
〜
９
時
、
中
央
公
民
館
で
。
参
加
費

３
５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）。
定

員　

人
。
音
譜
の
読
み
方
、
ギ
タ
ー
の

１２
持
ち
方
か
ら
。
当
日
貸
し
ギ
タ
ー
あ
り
。

詳
し
く
は
寺
島
�
４
２
５
・
７
４
３
５

へ
。

　

◆
バ
ザ
ー（
ち
ゅ
う
お
う
保
育
園
父

母
会
）　　

月　

日
（
日
）
午
前　

時
〜

１１

１９

１１

午
後
１
時
、
同
園
で
。
各
種
食
べ
物
模

擬
店
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
や
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
。
詳
し
く
は
同
実
行
委
員
長
・
田

中
�
４
７
５
・
０
５
６
１
へ
。

　

◆
子
育
て
の
集
い
（
け
や
き
友
の

会
・
歌
道
会
）　　

月　

日
（
日
）
午
後

１１

１９

１
時
〜
３
時
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

参
加
費
無
料
。
小
平
肛
門
科
医
師
の
北

條
氏
に
よ
る
妊
娠
出
産
と
痔
の
講
演
、

ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
詳
し
く
は
鈴

木
�
４
７
５
・
０
０
０
８
へ
。

　

◆
暮
ら
し
と
家
計
の
講
習
会（
東

京
第
一
友
の
会
南
沢
方
面
）　　

月
９

１１

日
（
木
）
午
前　

時
〜
正
午
、
西
東
京

１０

市
谷
戸
公
民
館
（
西
東
京
市
谷
戸
町
一

丁
目
）で
。
参
加
費
３
０
０
円
。
食
事・

家
計
・
育
児
の
こ
と
等
共
に
学
び
暮
ら

し
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
保
育
あ

り（
要
予
約
）。
詳
し
く
は
川
島
�
４
７

８
・
１
５
８
６
へ
。

　

◆
し
お
ん
秋
バ
ザ
ー
（
下
里
し
お

ん
保
育
園
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会
）　　
１１

月　

日
（
土
）
午
前　

時
半
〜
午
後
４

１１

１１

時
半
、
同
園
で
。
雨
天
決
行
。
手
作
り

惣
（
そ
う
）
菜
や
日
用
品
の
販
売
、
人

形
劇
等
の
催
し
。
詳
し
く
は
中
川
�
４

７
４
・
２
９
１
０
へ
。

　

◆
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ

ダ
ン
ス
「
フ
ェ
リ
シ
ア
」）　　

月
３
日

１１

（
祝
）
午
後
７
時
〜
９
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
１
０
０
０
円
（
茶

菓
軽
食
付
き
）。
レ
ッ
ス
ン
あ
り
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
稲
田
�
４
７
２
・

６
２
６
２
へ
。

　

◆
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
受
け
入
れ

家
庭
募
集（
東
久
留
米
国
際
友
好
ク
ラ

ブ
）　　

月　

日
（
土
）
午
前　

時
〜
午

１１

２５

１１

後
６
時
に
日
本
の
大
学
在
学
の
留
学
生

を
ご
家
庭
に
招
い
て
過
ご
し
て
み
ま
せ

ん
か
。　

月　

日
（
金
）
ま
で
に
申
し

１１

１０

込
み
を
。
な
お
、　

日
午
後
６
時
半
か

２５

ら
パ
ー
テ
ィ
あ
り（
有
料
）。
詳
し
く
は

葉
山
�
４
７
８
・
１
０
６
２
へ
。

路
上
喫
煙
禁
止
区
域

を
指
定
し
ま
す

１１月１日（水）
から

▲路上喫煙禁止区域
　ステッカー

　

▼
禁
止
区
域
の
考
え
方
…
条
例

上
で
は
「
人
の
通
行
が
特
に
多
く

路
上
喫
煙
が
危
険
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
区
域
」
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。、駅
周
辺
は
市
民
の
往
来
が

　

路
上
喫
煙
禁
止
区
域
（
以
下
「
禁
止
区
域
」）
は
、「
ポ
イ
捨
て
等

の
防
止
及
び
路
上
喫
煙
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
指
定

す
る
も
の
で
す
。
禁
止
区
域
の
指
定
に
つ
い
て
市
民
、
事
業
者
等
の

皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
頂
き
、
ま
た
市
環
境
審
議
会
か
ら
の

ご
意
見
を
基
に
検
討
し
た
結
果
、　

月
１
日
（
水
）
か
ら
左
図
の
通

１１

り
禁
止
区
域
を
指
定
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
環
境
緑
政
課
環
境
保
全
係
�
４
７
０
・
７
７
５
３
へ
。

多
く
、
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
が
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
タ
バ
コ

の
火
に
よ
り
や
け
ど
を
負
う
事
故

も
発
生
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
駅

周
辺
を
禁
止
区
域
と
し
て
指
定
す

る
も
の
で
す
。

　

▼
禁
止
区
域
の
範
囲
の
考
え
方

…
ま
ち
の
美
化
の
推
進
、
快
適
で

安
全
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た

め
に
指
定
す
る
も
の
で
、
市
民
の

良
好
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
目

的
の「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
」

と
同
様
で
あ
る
た
め
、
同
じ
区
域

を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

区
域
内
で
の
路
上
喫
煙

は

終

日

禁

止

　

禁
止
区
域
内
で
は
、
道
路
、
公

園
、
広
場
、
駅
舎
等
公
共
の
場
所

　

期
間
内
の
３
日
間
、
東
久
留
米

駅
周
辺
で
清
掃
や
啓
発
物
品
の
配

布
な
ど
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

迷
惑
喫
煙
防
止
対
策
実
行
委
員
を

中
心
に
実
施
し
ま
す
が
、
一
般
の

参
加
者
も
歓
迎
し
ま
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　
【
日
時
】　

月
１
日
（
水
）
午
前

１１

７
時
半
〜
９
時
、
２
日
（
木
）
午

後
５
時
半
〜
７
時
、
６
日
（
月
）

午
前
７
時
半
〜
９
時

　
【
集
合
場
所
】
１
日
が
市
役
所

１
階
屋
外
ひ
ろ
ば
、
２
日
・
６
日

が
東
久
留
米
駅
西
口
階
段
下

　

詳
し
く
は
環
境
緑
政
課
�
４
７

０
・
７
７
５
３
へ

喫
煙
喫
煙

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
�

男女平等推進センター
�４７２・００６１
ファクス４７２・００５３
メールアドレス：
fifty2@higashikurume-city.jp

　詳しくは同センターへ。

第１６回いきいき高齢者作品展

作品募集

日ごろの趣味活動で創作した作品を
展示してみませんか

第１６回いきいき高齢者作品展規格
内　　　　　　容種　　目

各種フラワー・藤工芸・木目込み人形（いずれも５０
�×５０�以内）、和紙千切り絵（１０号以内）、和紙工
芸、手縫いネクタイ、革工芸、手編み、紙粘土、押
し花絵（１０号以内）、七宝焼き、パッチワーク、和裁、
洋裁、など

手　工　芸

４０�×４０�以内陶　　　芸

縦４０�×横４０�×高さ７０�以内木　　　彫

油絵・水彩・デッサン・版画（いずれも１０号まで）、
彫刻、日本画、南画、水墨画

美　　　術

パネル（額付き全紙以内）写　　　真

半切・茶掛け（裏打ち以上）、掛け軸（条幅以内）、
額（５０�×９０�以内で釈文をつける）

《すべて風鎮なし》
書道・ペン習字

色紙または短冊短歌・俳句・俳画

一般盆栽、小品盆栽盆　　　栽

絵手紙、てん刻、カリグラフィー、などそ　の　他

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
展
示
位
置

は
、
主
催
者
が
指
定
し
ま
す

　
【
作
品
の
搬
入
・
返
還
】
搬
入
＝

　

月　

日
（
金
）
午
後
▽
返
還
＝

１２

１５

　

月　

日
（
火
）
午
後

１２

１９

　

申
し
込
み
は　

月　

日
（
水
）

１１

１５

ま
で
に
（
消
印
有
効
）、
往
復
は
が

き
に
「
高
齢
者
作
品
展
参
加
」
と

明
記
し
、
作
品
の
内
容
と
大
き
さ

（
縦
・
横
・
高
さ
を
メ
ー
ト
ル
法
で

記
入
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
書
い
て
、
〒
２
０
３
―

８
５
５
５
、
市
役
所
介
護
福
祉
課

「
生
き
が
い
健
康
の
会
」事
務
局
あ

て
郵
送
を
。

　

詳
し
く
は
同
事
務
局
（
内
線
４

９
２
３
）
へ
。

　
　

月
９
日
（
木
）
〜　

日
（
水
）

１１

１５

の
一
週
間
、
全
国
一
斉
に
「
秋
の

火
災
予
防
運
動
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

で
も
防
火
に
つ
い
て
の
話
し
合
い

を
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

○
日
ご
ろ
か
ら
訓
練
を

　

い
ざ
火
災
が
起
き
る
と
、
慌
て

て
し
ま
い
何
も
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
日
ご
ろ
か
ら
自
治
会
や
事
業

秋の火災予防運動
１１月９日（木）～１５日（水）
ご家庭で防火についての話し合いを

所
で
行
う
訓
練
に
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

　

○
高
齢
者
を
火
災
か
ら
守

ろ
う

　

火
災
で
亡
く
な
る
半
数
以
上
は

高
齢
者
（　

歳
以
上
）
で
す
。
そ

６５

こ
で
、
①
高
齢
者
の
部
屋
は
、
一

つ
だ
け
で
な
く
二
つ
の
方
向
に
避

難
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
②
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

は
隣
近
所
の
方
が
気
を
付
け
て
あ

げ
る
こ
と
が
大
切
で
す

　

○
放
火
に
ご
注
意

　

放
火
や
放
火
の
疑
い
に
よ
る
火

災
が
、
出
火
原
因
の
上
位
を
占
め

て
い
ま
す
。
家
の
周
り
に
は
燃
え

や
す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―

☆
３
つ
の
習
慣

　

①
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
や
め
る

　

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
　

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す

☆
４
つ
の
対
策

　

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る

　

②
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ

ン
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

配
布
し
、
掲
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
最
優
秀
賞
】
榊
原
由
莉
（
下
里

中
学
校
３
年
）

　
【
災
害
防
止
協
会
会
長
特
別
賞
】

丹
間
結
貴
（
下
里
中
学
校
２
年
）

　
【
消
防
長
賞
】
小
泉
歩
未
（
下
里

中
学
校
１
年
）

　
【
消
防
署
長
賞
】
藤
原
あ
か
り

（
第
三
学
校
６
年
）

　
【
消
防
団
長
賞
】
富
山
佑
華
（
下

里
中
学
校
３
年
）

　
【
優
秀
賞
】
川
端
佑
典
（
第
三
小

学
校
６
年
）
▽
須
賀
聖
矢
（
同
校

防
火
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
作
品
が

　
　
　
　
　
　
　

決
定
し
ま
し
た

　

火
災
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

願
っ
て
、
東
久
留
米
消
防
署
が
募

集
し
た
「
防
火
ポ
ス
タ
ー
」
の
入

賞
作
品
が
応
募
総
数　

点
の
中
か

９７

ら
決
ま
り
ま
し
た
。
入
賞
作
品
お

よ
び
市
内
の
幼
稚
園
児
が
描
い
た

消
防
自
動
車
の
絵
を
、　

月
９
日

１１

（
木
）
〜　

日
（
水
）
に
、
市
役
所

１５

１
階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
最
優
秀
作
品
に
選
ば

れ
た
榊
原
由
莉
さ
ん
の
作
品
は
、

火
災
予
防
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
と
し

て
、
市
内
事
業
所
や
自
治
会
等
に

で
の
路
上
喫
煙
は
終
日
禁
止
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
商
店
や
事
業

所
等
の
民
有
地
内
お
よ
び
自
動
車

の
車
内
で
の
喫
煙
は
規
制
の
対
象

外
で
す
。

区　

域　

外　

で　

は

携　

帯　

灰　

皿　

を

　

禁
止
区
域
外
の
場
所
で
は
、
携

帯
灰
皿
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。【最優秀作品】榊原由莉さんの防火ポスター

６
年
）
▽
山
口
青
香
（
下
里
中
学

校
１
年
）
▽
大
沢
ア
ビ
良
昭
（
同

校
１
年
）
▽
保
泉
加
奈
（
同
校
１

年
）

　
【
佳
作
】
長
谷
川
絢
子
（
第
三
小

学
校
３
年
）
▽
木
村
旬
（
同
校
６

年
）
▽
長
谷
川
郁
子
（
同
校
６
年
）

▽
松
本
薫
（
同
校
６
年
）
▽
窪
木

佳
連
（
第
九
小
学
校
５
年
）
▽
青

木
輝
（
神
宝
小
学
校
６
年
）
▽
岡

野
沙
織
（
同
校
６
年
）
▽
恵
那
々

子
（
下
里
中
学
校
１
年
）
▽
秋
田

知
里
（
同
校
１
年
）
▽
小
林
幹
太

（
同
校
１
年
）
▽
藤
井
華
子
（
同
校

１
年
）
▽
井
口
秀
人
（
同
校
２
年
）

▽
吉
野
玲
奈
（
同
校
３
年
）
▽
斎

藤
導
夢
（
同
校
３
年
）
▽
成
田
侑

希
乃
（
同
校
３
年
）

（
敬
称
略
）

　

詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
�

４
７
１
・
０
１
１
９
へ
。

防
炎
品
を
使
用
す
る

　

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る

　

今
回
は
日
本
人
の
家
庭
食
に

注
目
し
、
食
欲
の
秋
を
代
表
す

る
鮭
（
さ
け
）、
果
物
の
王
様
で

あ
る
リ
ン
ゴ
と
長
芋
な
ど
を
加

工
食
品
と
組
み
合
わ
せ
、
知
恵

と
工
夫
で
お
い
し
い
料
理
の
実

技
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
工
食
品
の
新
し
い

情
報
と
選
び
方
、
使
い
方
は
も

と
よ
り
栄
養
改
善
普
及
会
の
目

指
し
て
い
る
栄
養
三
色
に
基
づ

第
五
回
消
費
者
講
座

食
品
と
栄
養
の
移
動
教
室

　

第
二
弾
「
家
庭
食
に
生
か
そ
う

　
　
　
　
　
　
　

知
恵
と
工
夫
と
感
謝
の
気
持
ち
」

き
調
理
を
通
し
て
食
へ
の
感
謝

と
尊
さ
も
学
び
ま
す
。

　

講
師
は
社
団
法
人
栄
養
改
善

普
及
会
理
事
の
在
塚
茂
登
子
氏
。

協
賛
は
味
の
素
株
式
会
社
、
株

式
会
社
日
清
製
粉
、
社
団
法
人

即
席
食
品
工
業
協
会
。

　
【
献
立
】
鮭
の
プ
ロ
バ
ン
ス
風
、

長
芋
と
め
か
ぶ
の
酢
の
物
、
チ

ヂ
ミ
風
モ
ダ
ン
焼
き
、
ス
ー
プ
、

ア
ッ
プ
ル
ケ
ー
キ

　
【
日
時
】　

月　

日

１１

２９

（
水
）午
前　

時
〜
午

１０

後
２
時

　
【
会
場
】中
央
公
民

館
料
理
室

　
【
参
加
費
】３
０
０

円

　
【
持
ち
物
】
エ
プ
ロ
ン
・
ふ
き

ん
・
台
ふ
き
ん
・
三
角
き
ん
・

筆
記
用
具

　
【
定
員
】
先
着　

人
３０

　

※
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育

あ
り
。
定
員　

人
。
事
前
申
し

１０

込
み
を
。

　

申
し
込
み
は　

月
６
日（
月
）

１１

午
前
９
時
か
ら
生
活
文
化
課
�

４
７
０
・
７
７
３
８
へ
。

　

詳
し
く
は
同
課
へ
。

　東久留米市演奏家協会のメンバーに

よるクラシックコンサートです。気楽に

クラシック音楽が鑑賞できるようにと、

同協会が企画・演出しています。今回は、

今年生誕２５０年に当たるモーツァルトの

名曲やショパン、日本歌曲等をお楽しみ

ください。

　【日時】１２月３日（日）午後２時開演

（１時半開場）

　【会場】中央公民館ホール

　【曲目】モーツァルト作曲「アイネ・

クライネ・ナハト・ムジーク」「トルコ

行進曲つきソナタ」、ショパン作曲「バラード第４番」、成田為三作曲「浜辺の歌」、ほか

　【出演】生駒圭子・古市尚子（声楽）、井手尚子・竹田恵子（ピアノ）、藤田正朗・佐藤

裕子（バイオリン）、長見早苗（ビオラ）、関根かおり（チェロ。賛助出演）の各氏

　【入場料】無料

　入場整理券を１１月３日（祝）午前９時から次の場所で配布します。中央公民館�４７３・

７８１１▽東部地域センター�４７０・８０２０▽市民プラザ�４７０・７８１３▽西部地域センター�

４７１・７２１０▽南部地域センター�４５１・２０２１へ。

　　詳しくは公民館へ。

市

民

企

画

講

座

　
「
パ
ー
ト
だ
っ
て
安
心
し
て
働

き
た
い
！
」

　

〜
み
ど
り
さ
ん
と
考
え
る
非
正

規
労
働
者
の
今
と
こ
れ
か
ら
〜

　

女
性
だ
け
で
は
な
く
、
男
性
や

若
年
層
に
も
非
正
規
労
働
者
が
増

え
て
い
る
現
在
。
な
ぜ
こ
ん
な
に

低
賃
金
で
身
分
不
安
定
な
パ
ー
ト

等
が
増
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
実
際
に
困
っ
た
と
き
に
は

ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
パ
ー

ト
で
安
心
し
て
働
く
た
め
に
、
将

来
的
展
望
も
交
え
て
、
非
正
規
労

働
者
問
題
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ

る
伊
藤
み
ど
り
氏
に
お
話
を
伺
い

ま
す
。
企
画
・
運
営
は
男
女
平
等

を
進
め
る
市
民
の
会
「
か
り
ん
」。

　
【
日
時
】　

月
９
日
（
土
）
午
後

１２

２
時
〜
４
時

　
【
会
場
】
男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
講
師
】女
性
ユ
ニ
オ
ン
東
京
の

伊
藤
み
ど
り
氏

　
【
定
員
】　

人
２４

　
【
参
加
費
】
無
料

　

※
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。
要
予
約
。

　

申
し
込
み
は　

月
１
日
（
金
）

１２

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
、
名
前
・
住
所
・

電
話
番
号
（
フ
ァ
ク
ス
番
号
）・
保

育
が
必
要
な
方
は
お
子
さ
ん
の
名

前
と
年
齢
を
書
い
て
、
同
セ
ン

タ
ー
へ
。

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
・

フ
ィ
フ
テ
ィ
２
共
催
講
演
会

　

お
ち 
と
よ
こ
さ
ん
の
「
共
倒
れ

に
な
ら
な
い
介
護
の
ツ
ボ
！
」

　

〜
介
護
者
の
４
人
に
１
人
は

　
　

男
性
時
代
・
女
と
男
の

　
　
　
　
　
　
『
快
護
学
』〜

　

な
ぜ
、
私
ば
か
り
が
介
護
す
る

の
。
介
護
現
場
か
ら
女
性
の
嘆
き

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
老
人
が
老

人
を
介
護
す
る
老
老
介
護
や
老
親

介
護
に
伴
う
遠
距
離
介
護
、
田
舎

か
ら
親
を
呼
び
寄
せ
同
居
し
始
め

た
家
族
の
問
題
。
さ
ら
に
、
改
正

介
護
保
険
に
よ
り
現
場
か
ら
は
と

ま
ど
い
と
混
乱
の
声
。
こ
れ
ら
介

護
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
、

心
を
軽
く
す
る
「
快
護
」
を
提
案

し
ま
す
。
な
お
、
介
護
に
つ
い
て

の
質
問
に
お
答
え
す
る
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
ま
す
。

　
【
日
時
】　

月
４
日
（
月
）
午
後

１２

２
時
〜
午
後
４
時

　
【
会
場
】
わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ

ザ
講
堂

　
【
講
師
】
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
お
ち
と
よ
こ
氏

　
【
定
員
】
先
着
１
０
０
人

　
【
参
加
費
】
無
料

　

※
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。
要
予
約
。

　

申
し
込
み
は　

月
２
日（
木
）

１１

〜　

日
（
月
）
に
、
電
話
ま
た

２７
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
名
前
・
住

所
・
電
話
番
号
（
フ
ァ
ク
ス
番

号
）
・
質
問
事
項
が
あ
れ
ば
そ

の
質
問
・
保
育
が
必
要
な
方
は
、

お
子
さ
ん
の
名
前
・
年
齢
を
書

い
て
、
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

フ
ィ
フ
テ
ィ
２
情
報

　

④
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
方

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
作
る

第３ ８回シルビア・クラシック・コンサート

名曲を鑑賞してみませんか。
（昨年の様子から）

おち　とよこ氏

 
会
員
募
集 

 
催　
　

し 

 
そ　
の　
他 

記

念

講

演 

食
育
の
達
人  

服
部
津
貴
子
氏
来
る

　

テ
ー
マ
「
食
育
の
原
点
は
ど
こ

か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
」

　

人
間
が
生
き
る
力
を
身
に
付
け

て
い
く
た
め
に
は
何
よ
り
も「
食
」

が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、

食
育
基
本
法
を
基
に
経
験
豊
富
な

第３５回消費生活展

「服部津貴子氏による講演」
「ハーブに関する講座」

参加者募集 !

講
師
に
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ

ま
」の
意
味
や
、「
お
い
し
い
ね
」の

言
葉
か
ら
食
育
が
見
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
本
当
の
食
育
を
知
り

た
い
方
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】　

月
２
日
（
土
）
午
後

１２

１
時
半
〜
３
時
半
（
１
時　

分
開

１５

場
）

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
講
師
】
服
部
栄
養
料
理
研
究

会
会
長
の
服
部
津
貴
子
氏

　
【
定
員
】
１
０
０
人
。手
話
通
訳

あ
り

　
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は　

月
６
日
（
月
）

１１

〜　

日
（
月
）
に
電
話
で
生
活
文

２７
化
課
市
民
協
働
係
�
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

　

※
２
歳
〜
未
就
学
児
の
保
育
あ

り
。
先
着　

人
。
申
し
込
み
の
際

１０

に
ご
予
約
を
。

記

念

講

座

　
「
ハ
ー
ブ
に
ま
つ
わ
る
食
・

育
・
香
」
上
手
に
使
っ
て
暮
ら
し

に
潤
い
を
！

 　

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
試
飲
を
含

め
た
お
土
産
付
き
の
記
念
講
座
で

す
。
朝
の
目
覚
め
に
ホ
ッ
と
ひ
と

息
、
こ
ん
な
気
分
に
な
り
た
い
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

　
【
日
時
】　

月
３
日
（
日
）
午
後

１２

１
時
半
〜
３
時
半
（
１
時　

分
開

１５

場
）

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
講
師
】新
倉
フ
ァ
ー
ム
ハ
ー
ブ

研
究
・
生
産
者
の
新
倉
大
次
郎
氏

　
【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
お
土
産

付
き
）

　
【
定
員
】
先
着　

人
６０

　

申
し
込
み
は　

月
２
日
（
木
）

１１

〜　

日
（
月
）
に
電
話
で
生
活
文

２７
化
課
市
民
協
働
係
�
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

　

詳
し
く
は
同
係
へ
。

服部津貴子氏


